【予稿原稿の執筆要領】
１．作成スタイル
「目的」、「方法」、「結果」、「考察」、「結論」に分け、論文としての形式を整え、簡潔明瞭に書いてください 。
２．内容（記載順）
(1)発表題目〔和文・英文〕
(2)副題〔和文・英文〕
(3)発表者名、共同研究者名〔和文・英文〕
(4)所属機関・勤務先名〔和文・英文〕
(5)発表者連絡先〔和文・英文〕
(6)発表概要
(7)キーワード〔和文〕
(8)本文
(9)参考文献
３．用紙
用紙サイズ：A4
向き：縦置き
枚数：４～５枚程度、最大６枚（写真・図表を含む）
４．書式
「yokou_f2017.doc」（Microsoft Word形式ファイル／約39KB）をお使いください。
なお、本文は、２段組、１２ポイント、１段は１９字×３６行で作成してください。
５．各項目における注意事項
(1) 発表者の明記
　　発表者名には丸印をしてください 。
(2) 所属の明記
　　発表者および共同研究者は、番号を用いて所属先と対応させてください。
(3) 発表者連絡先
　　住所、E-mailアドレスなど記載しても差し支えない内容としてください。
(4) 本文
　　見出しをつけてわかりやすくしてください。
(5) 図表・写真
　　原則として、すべて本文中に挿入し、余白にかからないようにしてください。必ず、
　　　　　本文中における通し番号およびキャプションを付記してください。
(6) 参考文献
SIST 02「参照文献の書き方」に準拠してお書き下さい。次ページにある「参考文献記述の例」を参考にして下さい。なお、SIST 02は下記サイトにあります。
　　　　　http://jipsti.jst.go.jp/sist/pdf/SIST02-2007.pdf
６．予稿原稿のご提出締切　２０１７年９月１８日（月）
　　　＊発表申込締切後、発表者にe-mailで、採否の連絡をいたします。

　　　　採用になった方は、事務局（e-mail : sympo@infosta.or.jpHYPERLINK "mailto:sympo@infosta.or.jp?subject=【INFOPRO2015　予稿原稿】"
）まで、wordファイルを
　　　　お送り下さい。
　　　　なお、いただいたwordファイルを版下として予稿集を作成致しますので、予稿原稿
の著者校正はございません。
　　　　編集の必要のない完全版下にしてお送り下さい。
問い合わせ先：一般社団法人情報科学技術協会　INFOPRO 2017事務局
　　　　　　　　〒104‐0033 東京都中央区新川1-11-14  日本図書館協会会館6F

　　　　　　　  TEL：03‐6222‐8506　FAX：03‐6222‐8507　sympo@infosta.or.jp
参考文献記述の例

　予稿原稿の参考文献は、「科学技術情報流通技術基準 参照文献の書き方（SIST 02）」に準拠して記述してください。詳細は SIST の Web ページをご覧ください。

http://jipsti.jst.go.jp/sist/perusal/index.html
　以下に、雑誌論文、Webサイト、図書について、SIST 02に従って記述した例を示しますので、参考にしてください。

　なお、著者名は，2名までは全員を記入し，3名以上の場合は先頭1名を記入した後に「ほか」（参照文献が和文の場合），または「et al.」（参照文献が英文の場合）を付けてください。
【雑誌論文（著者2名の場合）】 
 ― 国内論文 ― 

  桐山勉, 安藤俊幸．特許情報と人工知能（AI）：総論．情報の科学と技術．2017，vol. 67，no. 7，p. 340-349. 
 ― 外国論文 ― 
  Bornmann, L.; Mutz, R. Growth rates of modern science: A bibliometric analysis based on the number of publications and cited references. Journal of Association for Information Science and Technology. 2015, vol. 66, no. 11, p. 2215-2222. 
　なお、雑誌論文にDOIが付けられている場合、参考文献にこれも含めると原論文へのアクセスが容易になります。下記は、上記の論文にDOIを付けた記述例です（http://doi.org/の後にDOIを記述します）。

  Bornmann, L.; Mutz, R. Growth rates of modern science: A bibliometric analysis based on the number of publications and cited references. Journal of Association for Information Science and Technology. 2015, vol. 66, no. 11, p. 2215-2222, http://doi.org/10.1002/asi.23329
【雑誌論文（著者3名以上の場合）】 
 ― 国内論文 ― 

  南山泰之ほか．データジャーナル『Polar Data Journal』創刊の取り組み：極域科学データの新たな公開体制構築に向けて．情報管理．2017，vol. 60，no. 3，p. 147-156. http://doi.org/10.1241/johokanri.60.147
 ― 外国論文 ― 
  Nicholas, D. et al. What deep log analysis tells us about the impact of big deals: case study OhioLINK. Journal of Documentation. 2006, vol. 62, no. 4, p. 482-508. http://doi.org/10.1108/00220410610673864
【Web サイト】 
 ※必ず参照日を記入してください。

  “LSDプロジェクトについて”． ライフサイエンス辞書プロジェクト．https://lsd-project.jp/ja/project/about.html, (参照 2017-07-26)

“Science and Engineering Indicators 2016”. National Science Board. http://www.nsf.gov/statistics/2016/nsb20161/#/, (accessed 2016-04-30)
【図 書】

 ― 和 書 ― 

　野崎篤志．特許情報分析とパテントマップ作成入門　改訂版，発明推進協会，2016, 376p. 
 ― 翻訳書 ― 
  ダンカン・ワッツ（栗原聡ほか訳）．スモールワールド．東京電機大学出版局，2006, 314p. 
 ― シリーズもの ― 

  日本図書館情報学会研究委員会編．情報の評価とコレクション形成．勉誠出版，2015, 173p.（わかる！図書館情報学シリーズ，2） 
 ― 図書の1章または一部 ―

   原田智子．“情報検索”．情報検索の知識と技術 基礎編．吉井隆明編著．情報科学技術協会，2015, p.34-52. 
 ― 洋 書 ― 
  Moed, H. F. Citation analysis in research evaluation. Springer, 2005, 346p.
